
朝夕めっきり冷え込むようになり、澄み渡る空気が心地よく感じ
られる季節となりました。
令和5年5月に新病院へ移転し、約半年が過ぎようとしています。
新たに導入した医療機器により画像診断等、検査の精度が向上し、
充実した医療施設・設備の運用によって外来や救急、病棟の運用
も円滑となり、ロボット支援手術等の外科手術も進めております。
患者さん・家族の皆様が切れ目なく質の高い医療を受けられるよ
う、地域の医療機関との役割分担や連携もこれまで以上に充実さ
せ、精進してまいります。

院長挨拶

患者さんの健康をサポートする広報ペーパー

院長 山口 誓司

大阪はびきの医療センターの最新ニュース

10月16日（月）より入院患者さんの面会制限を緩和しました

※面会制限の緩和に伴い、リモート面会は中止します。
なお、感染防止のため、面会では必ず次の事項を守ってください。

•面会可能な方 ：家族又は家族に準じる方（小学生以下の方は不可）
•面会可能な人数 ：2名以内
•面会可能な時間帯：14時から18時まで（土・日・祝を含む）

※ 但し、受付時間は17時30分まで
•面会可能な時間・回数：15分以内・原則週1回
•面会可能な場所 ：個室の入院患者：病室 総室の入院患者：原則デイルーム
•面会の手順

① 病院玄関左側の守衛室で「面会のため来院した」旨をお声掛けください。
② 守衛室でお渡しする「面会」シールを胸のあたりのわかりやすい位置に

貼ってください。
③ 病棟入口のインターホンを押して、スタッフをお呼びください。
④「面会簿」に必要事項を記入してください。
⑤ スタッフの指示に従い面会してください。（15分以内でお願いします。）

•手指消毒及びマスク着用をお願いします。飲食はできません。

ご協力をお願いします。
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裏面は、循環器内科と整形外科のお話
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朝夕めっきり冷え込むようになり、澄み渡る空気が心地よく感
じられる季節となりました。

令和5年5月に新病院へ移転し、約半年が過ぎようとしていま
す。新たに導入した医療機器により画像診断検査等の精度が向
上し、充実した医療施設・設備の運用によって外来や救急、病
棟の運用も円滑となり、ロボット支援手術等の外科手術も進め
ております。患者さん・家族の皆様が切れ目なく質の高い医療
を受けられるよう、地域の医療機関との連携もさらに充実させ、
精進してまいります。



大した怪我もしていないのに、背骨や四

肢骨に強い痛みが出現することが、高齢者
の皆様には珍しくありません。70歳代以上
の高齢者の皆様は骨粗鬆症という状態にあ
り骨折しやすく、転倒などしていなくとも、
少し勢い良く座る・少し重いものを持つ・
体操するなどで、骨折が起こることがあり
ます。そうした場合、まず近くの整形外科
クリニックでレントゲンを撮って頂く事が
必要ですが、レントゲンで診断できない骨
折もありますので 、注意が必要です 。

痛みがよくならない場合、CT検査やMRI検
査で確実な診断が必要となります。骨折が
あることが診断できれば、治癒を得るため
の最善の治療方法を選択できます。
思い当たる症状がある方は整形外科にご相
談ください。

（整形外科 副部長 谷内 孝次）

息切れがあると肺の病気と思い込んでいま
せんか。
実は息切れの原因は呼吸器だけでありませ
ん。
息切れとは、呼吸がしにくい、息が吸えな
い、といった症状がでます。
心臓が悪くても｢動作したときの息切れ｣な
ど、肺の病気に似た症状も出現することが
あります。
症状から、それが肺によるものか、心臓に
よるものなのかの区別は難しいとされてい
ます。

息切れを起こす循環器の病気は、心臓のポ
ンプの機能が低下する心不全などがあり、
早めに受診をするとひどくなる前に治療す
ることが可能です。
呼吸器の病気と思い込まずに心疾患の可能
性も疑われたら、遠慮なく循環器内科を受
診してください。

（循環器内科 副部長 原田 博）

｢息切れ、その症状 心臓からのサインかも？｣

循環器内科

「いつのまにか骨折」にご注意を！
レントゲンでわからない骨折もあります！！

整形外科
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